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徳
島
県
海か

い

部ふ

郡
美み

波な
み

町
東
由ゆ

岐き

の
康こ

う

暦り
ゃ
く

板い
た

碑び
岡
本　

桂
典

　

美
波
町
は
徳
島
県
の
南
部
、
海
部
郡
の
東

部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
町
の
北
は
阿
南
市
、

西
は
海
部
郡
牟
岐
町
・
海
陽
町
に
接
し
、
南

に
は
太
平
洋
が
広
が
り
ま
す
。
山
地
は
海
岸

部
ま
で
迫
り
、
平
野
部
が
少
な
い
地
形
で
す
。

こ
の
地
域
は
、
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
で
、

四
国
霊
場
第
二
十
三
番
札
所

医
王
山
無
量
寿
院
薬
王
寺
も

あ
り
ま
す
。

　

由
岐
（
旧
由
岐
町
）
は
、

美
波
町
の
北
東
部
に
あ
る
港

町
で
、
こ
の
板
碑
は
現
在
港

の
東
、
東
由
岐
字
大
池
に
造

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
板
碑
の

現
在
の
大
き
さ
は
、
高
さ
が

156
㎝
、
幅
63
㎝
、
厚
さ
10
㎝

で
砂
岩
製
で
す
。
大
正
２
年

（
１
９
１
３
）
の
『
阿
波
国

徴ち
ょ
う

古こ

雑ざ
っ

抄し
ょ
う

』
に
は
、
こ
の
板

碑
の
事
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

板
碑
は
摩
滅
が
進
み
、
さ
ら

に
板
碑
の
下
部
は
折
れ
、
破

片
は
タ
ブ
の
木
に
包
ま
れ
て

い
た
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
こ
の
時
に
板
碑
は
破
損
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
板
碑
は
、
高
さ
40
㎝
、

幅
157
㎝
、
奥
行
き
73
㎝
の
台
石
に
、
ほ
ぞ

孔
を

穿
ち
、
下
部
を
差
し
込
み
、
モ
ル
タ
ル
で
固

資
料
見
聞

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
板
碑
は
「
東
由
岐
康
暦
碑
」

と
し
て
町
指
定
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
最
古
の
地
震
碑
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
銘
文
に
は
地
震
・
津
波
の
事
は

刻
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
江
戸
時
代
の

文
化
12
年
（
１
８
１
５
）
頃
に
は
、
地
震
・

津
波
に
関
係
す
る
伝
承
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
遡
っ
て
、『
太
平
記
』
に
は
、
康
安
元

年
（
１
３
６
１
）
６
月
28
日
に
大
地
震
が
発

生
し
、
阿
波
の
雪
湊
（
由
岐
）
で
は
、
津
波

に
よ
り
一
七
〇
〇
軒
あ
ま
り
の
家
が
海
底
に

沈
み
、
僧
俗
男
女
牛
馬
鳥
犬
に
至
る
ま
で
藻

屑
と
消
え
去
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
板
碑
は
、
か
か
る
被
災
者
を
供
養
し
た
も

の
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
碑
文
か
ら
は
そ
の
事
は
読
み
取
れ
ま

せ
ん
。
板
碑
は
、
上
部
の
梵
字
が
欠
損
し
て

い
ま
す
が
、釈
迦
三
尊
（
釈
迦
・
文
殊
・
普
賢
）

の
梵
字
を
刻
し
、
そ
の
下
に
約
70
人
の
僧
や

武
士
名
を
刻
し
て
い
ま
す
。
板
碑
下
部
は
失

わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
四
季
供
養
／
造
立
塔

婆
／
書
寫
□
經
／
康
暦
二
庚
申（
一
三
八
〇
）

霜
月
廿
六
日
」
と
刻
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
碑
文
を
み
る
と
講
集
団
に
よ
り

造
塔
さ
れ
た
結
集
板
碑
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、「
書
寫
□
經
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

写
経
し
た
経
典
を
埋
経
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
下
部
の
銘
文
の
「
四
季
供
養
」
は
、

増
一
阿
含
経
に
説
か
れ
る
衣え

服ぶ
く

・
飯お

ん

食じ
き

・
臥が

具く

・
湯と

う

薬や
く

の
供
物
を
捧
げ
る
と
い
う
「
四
事

供
養
」
の
読
み
間
違
い
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
板
碑
は
、
直
接
地
震
に
関

係
す
る
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
中
世
に

も
地
震
・
津
波
碑
に
関
係
す
る
塔
婆
が
存
在

す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

企
画
展
「
安
政
地
震
、
幕
末
を
揺
る
が
す

─
土
佐
・
阿
波
の
地
震
・
津
波
碑
が
語
る
も

の
─
」で
は
、こ
の
碑
の
写
真
を
は
じ
め
徳
島
・

高
知
の
南
海
地
震
に
関
す
る
石
碑
等
の
拓
本

を
展
示
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

康暦板碑（美波町東由岐）右写真の康暦板碑拓本
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志
国
高
知 

幕
末
維
新
博
関
連
企
画
第
６
弾  

企
画
展 

「
安
政
地
震
、幕
末
を
揺
る
が
す 

─
土
佐
・
阿
波
の
地
震
・
津
波
碑
が
語
る
も
の
─
」

　
　
　
に
寄
せ
て

会
期
：
平
成
30
年
４
月
28
日（
土
）～
７
月
１
日（
日
）

浅
川
天
神
社
石
碑
（
旧
碑
）

徳
島
県
海
陽
町　

国
登
録
記
念
物

安
政
東
海
地
震
、
地
震
の
前
兆
現
象
、
津
波
に
つ

い
て
詳
細
に
記
す
。

　

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
３
月
11
日
に
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
７
年
が
経
ち

ま
す
。
こ
の
震
災
で
は
、
想
像
を
絶
す
る
大

津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま

し
た
。
震
災
以
降
、
東
北
地
方
を
は
じ
め
と

し
て
各
地
の
地
震
・
津
波
碑
（
以
下
「
碑
」

と
称
す
る
。）
が
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
四
国
の
高
知
・
徳
島
県
の
沿
岸
部

に
も
碑
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

  

高
知
県
で
は
、
現
在
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

へ
の
備
え
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
館
に
は
、
安
政
南
海
地
震
な
ど
の
碑
を

主
と
し
た
拓
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、『
歴
史
探
訪 

南
海
地
震
の
碑
を
訪

ね
て 

石
碑
・
古
文
書
に
残
る
津
波
の
恐
怖
』

（
毎
日
新
聞
高
知
支
局
・
平
成
14
年
）
を
刊

行
す
る
際
の
調
査
で
採
拓
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
22
年
度
に
高
知
県
の
碑
の
拓
本
の
寄

贈
を
受
け
、
企
画
展
「
命
の
碑
─
土
佐
の
地

震
・
津
波
碑
─
」（
平
成
25
年
度
）
を
開
催
し
、

拓
本
を
写
真
、
碑
の
模
型
と
と
も
に
展
示
公

開
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
27
年
度
に
徳
島
県
の
碑
の

拓
本
の
寄
贈
を
受
け
、
当
館
収
蔵
の
拓
本
は
、

高
知
・
徳
島
両
県
を
合
わ
せ
て
44
件
と
な
り
、

広
域
的
な
資
料
が
揃
い
ま
し
た
。

　

高
知
県
で
は
昨
年
よ
り
「
志
国
高
知 

幕

末
維
新
博
」
を
開
催
し
て
お
り
、
地
域
会
場

で
あ
る
当
館
も
、
幕
末
維
新
期
に
焦
点
を
当

て
た
企
画
展
を
相
次
い
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

  

本
展
で
は
、
幕
末
に
起
き
た
安
政
南
海
地

震
を
テ
ー
マ
と
し
、
土
佐
・
阿
波
の
碑
等
の

拓
本
を
中
心
に
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

碑
の
拓
本  

　

碑
自
体
は
、
過
去
の
震
災
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
が
、
海
岸
近
く
に
あ
る
た
め
、
風
化

が
進
み
や
す
く
、
時
を
経
て
そ
の
文
字
の
判

読
が
難
し
く
な
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
拓

本
を
採
る
こ
と
に
よ
り
、
文
字
は
明
瞭
に
な

り
、
さ
ら
に
二
次
資
料
と
し
て
、
銘
文
を
残

す
こ
と
が
可
能
で
す
。
近
年
に
お
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
て
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
に

よ
る
保
存
も
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
海
地
震
に
つ
い
て

　

安
政
南
海
地
震
は
嘉か

永え
い

７
年（
１
８
５
４
）

11
月
５
日
（
旧
暦
）
の
夕
刻
に
発
生
し
ま
し

た
（
安
政
に
改
元
す
る
の
は
嘉
永
７
年
11
月

27
日
）。
そ
の
前
日
、
４
日
の
朝
に
は
安
政

東
海
地
震
が
起
き
、
特
に
駿
河
湾
か
ら
伊
勢

湾
の
海
岸
沿
い
の
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
土
佐
・
阿
波
で
も
大
き
な

揺
れ
と
と
も
に
津
波
の
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
本
展
で
取
り
上
げ
る
、「
南
海
地

震
」
で
す
が
、
最
近
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」

と
い
う
名
称
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
の
で
、
両

者
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
整
理
し
て
お
き
ま
す
。

　
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
南
海
ト
ラ
フ
及

び
そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
地
殻
の
境
界

を
震
源
と
す
る
大
規
模
な
地
震
を
い
い
、
こ

の
中
に
は
南
海
地
震
や
東
南
海
地
震
、
東
海

地
震
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

震
が
単
独
で
発
生
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
複

数
の
地
震
が
同
時
ま
た
は
時
間
差
で
発
生
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。」（
高
知
県H

P

よ
り
）

　

南
海
地
震
は
、
東
南
海
地
震
・
東
海
地
震

も
含
め
た
大
規
模
な
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

一
つ
で
す
（
ト
ラ
フ
と
は
固
い
岩
盤
で
あ

る
プ
レ
ー
ト
の
境
に
あ
る
海
底
峡
谷
の
こ

と
）。
直
近
は
、
昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）

に
起
き
た
南
海
地
震
、
そ
の
前
が
、
本
展
で

取
り
上
げ
る
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
）
の
安

政
南
海
地
震
、
も
う
一
つ
前
が
宝
永
４
年

（
１
７
０
７
）
の
宝
永
地
震
（
東
海
地
震
と

同
時
発
生
）
で
す
。

  

こ
れ
ら
の
地
震
は
、
１
０
０
～
１
５
０
年

毎
に
繰
り
返
し
起
き
て
お
り
、
発
生
間
隔
が

あ
る
程
度
一
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
科
学

的
知
見
に
加
え
て
、
各
地
に
残
る
古
文
書
や
、

今
回
取
り
上
げ
る
碑
の
銘
文
は
過
去
の
南
海

地
震
を
知
る
う
え
に
お
い
て
有
用
な
情
報
を

含
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
備
え

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
将
来
発
生
す
る
南
海

地
震
の
減
災
は
、
不
可
能
で
は
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

土
佐
・
阿
波
の
碑 

　

現
時
点
で
確
認
さ
れ
て
い
る
碑
等
の
数
は
、

土
佐
に
建
立
さ
れ
た
も
の
が
38
基
、
阿
波
に

建
立
さ
れ
た
も
の
は
39
基
で
す
。
そ
の
う
ち
、

安
政
南
海
地
震
の
内
容
を
記
し
た
も
の
は
土

佐
22
基
、
阿
波
19
基
で
す
。

　

ま
た
、
徳
島
県
で
は
、
39
基
の
う
ち
19
基

が
、
平
成
29
年
度
に
全
国
で
初
め
て
国
の
登

録
記
念
物
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
（
国
の
登
録

に
先
が
け
て
の
町
指
定
の
文
化
財
は
５
基
）

曽
我　

満
子
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岸本飛鳥神社懲毖碑（正面・拓本）
高知県香南市香我美町岸本

碑
の
建
立
地

　

土
佐
の
碑
は
、香
南
市
か
ら
土
佐
清
水
市
・

宿
毛
市
の
西
部
に
か
け
て
の
沿
岸
部
に
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
波
の
碑
は
、
阿
南
市
以
南
の
県
南
部
の

海
岸
沿
い
の
地
域
に
多
く
、
特
に
高
知
県
と

接
す
る
海
陽
町
に
は
多
く
の
碑
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

碑
は
、
入
り
江
、
湾
、
海
岸
な
ど
海
沿
い

で
集
落
の
あ
る
場
所
の
立
地
が
多
く
を
占
め

て
い
ま
す
。
海
に
近
い
こ
れ
ら
の
場
所
に
は
、

大
き
な
津
波
が
押
し
寄
せ
、
人
々
の
生
活
の

営
み
に
直
接
の
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
寺
社
に
建
つ
碑
が
約
半
数
を

占
め
て
い
ま
す
。
寺
社
は
人
々
の
信
仰
を
あ

つ
め
、
事
あ
る
毎
に
地
域
の
住
民
が
集
う
場

所
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
人
々
に
震
災
の
こ

と
を
心
に
銘
じ
て
も
ら
う
う
え
で
意
味
の
あ

る
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
建
立

年
代
が
新
し
い
碑
で
は
、
公
民
館
や
小
学

校
（
跡
）
に
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
も
多
く
の
人
目
に
つ
く
場
所
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

記
さ
れ
た
内
容

　

碑
文
の
内
容
は
、
供
養
の
た
め
や
、
後
世

へ
震
災
を
伝
え
誡い

ま
し

め
と
す
る
た
め
な
ど
、
建

立
目
的
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
次
の
項
目

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
①
安
政
南
海
地

震
発
生
日
、
②
異
常
・
前
兆
現
象
、
③
前
日

の
安
政
東
海
地
震
、
④
避
難
の
様
子
、
⑤
津

波
、
⑥
被
害
状
況
、
⑦
過
去
の
大
地
震
、
⑧

建
立
目
的
、
⑨
筆
者
・
建
立
者
名
等
、
⑩
建

立
年
月
日

  
前
述
①
～
⑩
全
て
の
項
目
に
つ
い
て
記
さ

れ
た
石
碑
を
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　

右
の
拓
本
は
、
高
知
県
香
南
市
香
我
美
町

岸
本
の
飛
鳥
神
社
懲ち

ょ
う

毖ひ

碑
で
す
。
懲
毖
と

は
、
懲こ

り
て
慎
む
こ
と
、
と
い
う
意
味
で
す
。

以
下
は
項
目
の
抜
書
き
（
意
訳
）
で
す
。

①
安
政
南
海
地
震
発
生
日
：
安
政
元
年
11
月

　

５
日
八
ツ
時
（
午
後
２
時
）
過
大
に
震
動

　

す
る
こ
と
三
度
、
七
ツ
時
（
午
後
４
時
）

　

過
ど
ろ
ど
ろ
と
地
響
き
が
し
て
、
大
地
震

　

が
起
き
た
。

②
異
常
・
前
兆
現
象
：
岸
本
の
浦
で
約
十
間

　
（
18
㍍
）
潮
が
引
き
、
手て

結い

の
湊
も
干
上

　

が
っ
て
鰻
が
多
く
獲
れ
た
。

③
安
政
東
海
地
震
：
11
月
４
日
朝
五
ツ
時（
午

　

前
８
時
）
頃
地
震
が
あ
っ
た
。

④
避
難
の
様
子
：
人
々
は
協
力
し
あ
っ
て
王

　

子
須す

留る

田だ

ま
た
は
、
平
井
大
龍
寺
の
山
へ

　

と
避
難
し
、
命
は
助
か
っ
た
。

⑤
津
波
：
津
波
が
来
て
徳と
く

善ぜ

町
よ
り
北
の
田

　

中
、
赤
岡
は
西
濱
並
松
の
本
、
吉
原
は
庄

　

屋
の
門
ま
で
及
ん
だ
。
又
川
尻
の
波
は
赤

　

岡
神み

輿こ
し

休や
す
め

の
ほ
と
り
ま
で
来
た
。
古
川
、

　

夜
須
の
堤
防
も
押
切
ら
れ
た
。

⑥
被
害
状
況
：
土
佐
国
内
で
は
建
物
が
倒
れ
、

　

中
で
も
高
知
下
町
、
幡
多
中
村
で
は
火
事

　

に
よ
っ
て
一
円
が
焼
失
し
、
死
傷
者
数
は

　

何
百
人
に
も
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
地
で
は
、

　

神
々
の
ご
加
護
に
よ
っ
て
一
人
の
け
が
人

　

も
出
な
か
っ
た
。

⑦
過
去
の
大
地
震
：
宝
永
４
年
の
大
変
（
宝

　

永
地
震
）
は
こ
の
安
政
南
海
地
震
か
ら
148

　

年
前
に
起
き
た
。
こ
の
く
ら
い
の
年
数
を

　

経
る
と
必
ず
大
地
震
が
起
き
る
と
い
う
人

　

も
い
る
。

⑧
建
立
目
的
：
今
の
人
々
は
、
宝
永
地
震
の

　

こ
と
を
昔
話
の
よ
う
に
思
っ
て
油
断
し
て

　

い
た
か
ら
、
大
き
な
被
害
が
出
た
。
こ
の

　

こ
と
を
石
碑
に
彫
っ
て
後
世
へ
伝
え
る
。

⑨
筆
者
・
建
立
者
名
等
：
徳
永
千
規 

誌
す
、

　

前
田
有
稔
・
澤
村
虎
次 

刻
書
、
長
尾
爲

　

治
ほ
か
22
名 

建
立
。

⑩
建
立
年
月
日
：
安
政
５
年
9
月
吉
日

　

こ
の
碑
が
建
っ
て
い
る
岸
本
で
は
、
11
月

４
日
の
安
政
東
海
地
震
に
よ
っ
て
相
当
な
揺

れ
が
生
じ
ま
し
た
。
大
き
な
引
き
潮
が
起
き
、

手
結
で
鰻
が
豊
漁
と
な
り
ま
し
た
。
安
政
南

海
地
震
が
起
き
た
の
は
翌
５
日
、
32
時
間
後

で
す
。
大
き
な
地
響
き
が
し
て
、
建
物
が
倒

壊
し
、
避
難
し
よ
う
と
し
た
人
々
は
め
ま
い

が
し
、
身
体
が
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
、
這は

う

よ
う
に
し
て
高
台
や
山
へ
避
難
し
ま
し
た
。

避
難
が
奏
功
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
地
で
は

死
傷
者
は
出
な
か
っ
た
、
と
あ
り
ま
す
。
津

波
が
押
し
寄
せ
た
場
所
の
地
名
か
ら
、
浸
水

域
が
具
体
的
に
わ
か
り
ま
す
。
土
佐
国
内
の

被
災
状
況
、
148
年
前
に
起
き
た
宝
永
地
震
に

つ
い
て
も
触
れ
、
こ
の
よ
う
な
大
地
震
は
繰

り
返
し
起
き
る
と
当
時
の
人
々
も
認
識
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
建
立
の
目
的
は
「
油
断
の

患う
れ
い

な
か
ら
し
め
ん
た
め
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
碑
は
安
政
南
海
地
震
発
生
か
ら
４
年

後
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

　

両
県
の
碑
の
中
に
は
、
大
地
震
が
100
～
148

年
毎
に
起
こ
る
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
も

の
が
あ
り
、
南
海
地
震
の
発
生
間
隔
に
つ
い

て
の
認
識
が
当
時
の
人
々
の
間
に
あ
っ
た
こ

と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
震
の
後
に

津
波
が
来
る
こ
と
が
情
報
共
有
さ
れ
て
い
た

結
果
、
迅
速
な
避
難
に
よ
り
被
害
者
を
出
さ

な
か
っ
た
地
域
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
碑
も
あ
り
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
現
在
、
行
政
・
民
間
事
業
者
・

地
域
住
民
等
を
あ
げ
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
展
を
通
じ
て
、

過
去
の
震
災
に
学
び
、
来
た
る
べ
き
地
震
へ

の
備
え
を
整
え
る
一
助
と
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
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文
化
財
の
防
災
対
策
～
文
化
財
の
避
難
～

土
佐
・
阿
波
の
津
波
碑
の
「
伝
承
」
機
能
向
上
の
た
め
の
３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
モ
デ
ル

の
制
作

　

将
来
必
ず
起
こ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備

え
て
、
県
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
文
化
財
の

避
難
が
あ
り
ま
す
。

　

高
知
市
比
島
に
一
乗
山
大
中
寺
龍り

ゅ
う

乗じ
ょ
う

院い
ん

と
い
う
天
台
宗
寺
院
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地

域
は
、
高
知
県
防
災
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
最

大
約
２
～
３
ｍ
の
津
波
が
押
し
寄
せ
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
長
を
優
に
超
え
る
高

さ
の
津
波
の
中
、
ま
ず
人
命
の
安
全
を
確
保

し
て
複
数
の
文
化
財
を
守
る
こ
と
が
ど
れ
ほ

ど
困
難
な
こ
と
か
、
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ

ん
。
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

平
成
26
年
、
龍
乗
院
よ
り
絵
画
４
点
、
刀
１

振
が
当
館
へ
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。
絵
画
作
品

の
う
ち
《
普
賢
延
命
菩
薩
像
》
は
、
鎌
倉
後

期
の
作
と
さ

れ
、
国
の
重

要
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、

仏
画
や
仏
像

は
信
仰
の
対

象
で
も
あ
り

ま
す
。
文
化

財
避
難
が
話

　

過
去
の
南
海
地
震
の
被
害
と
教
訓
を
記
録

し
た
地
震
・
津
波
碑
は
、
高
知
県
だ
け
で
な

く
徳
島
県
内
に
も
数
多
く
建
て
ら
れ
て
い
る
。

高
知
県
に
は
宝
永
地
震
（
１
７
０
７
年
）
ま

で
の
地
震
・
津
波
碑
が
あ
る
が
、
徳
島
県
に

は
さ
ら
に
古
い
慶
長
地
震
（
１
６
０
５
年
）

と
正
平
地
震
（
１
３
６
１
年
）
の
地
震
碑
が

あ
り
、
後
者
は
日
本
一
古
い
地
震
・
津
波
碑

と
さ
れ
る
。
多
く
の
地
震
碑
は
、
徳
島
県
の

南
部
の
沿
岸
部
に
集
中
し
て
い
る
。
徳
島
県

の
地
震
・
津
波
碑
は
、
２
０
１
６
年
の
徳
島

県
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
り
、
２
０
１
７

年
に
19
基
（
全
39
基
を
確
認
）
が
国
の
登
録

記
念
物
に
登
録
さ
れ
た
。
地
震
・
津
波
碑
が

国
の
登
録
記
念
物
に
登
録
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
、

こ
れ
が
全
国
初
で
あ
る
。
こ
れ
を
発
端
と
し

て
、
今
後
全
国
各
地
の
地
震
・
津
波
碑
の
価

値
が
見
直
さ
れ
、
津
波
地
震
の
理
解
や
防
災

教
育
活
動
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か

し
一
方
で
、
高
知
・
徳
島
の
碑
の
一
部
は
人

目
の
つ
か
な
い
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た
り
、

碑
文
の
説
明
看
板
が
な
か
っ
た
り
し
て
、「
伝

承
」
機
能
が
不
全
に
陥
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
海
洋
研
究
開
発
機
構
は
２
０
１
５

年
か
ら
、「
伝
承
」
機
能
の
補
強
と
デ
ジ
タ
ル

保
全
（
ア
ー
カ
イ
ブ
）
を
目
的
と
し
て
、
高

知
県
の
地
震
・
津
波
碑
の
３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
モ

題
に
上
っ
た
と
し
て
も
、
守
っ
て
い
る
地
域

や
檀
家
の
皆
さ
ん
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ
る

博
物
館
へ
預
け
る
の
は
申
し
訳
な
い
と
い
う

意
見
も
当
然
に
聞
か
れ
ま
す
。
本
県
と
同
じ

く
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
被
害
が
想
定

さ
れ
て
い
る
和
歌
山
県
で
は
、
仏
像
な
ど
を

博
物
館
に
避
難
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
３
Ｄ
で

作
成
し
た
レ
プ
リ
カ
を
お
寺
に
納
め
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
震
災
に
む
け
た
避
難
だ
け
で
な
く
、
盗

難
な
ど
の
対
策
と
し
て
も
有
効
で
す
。

　

先
人
た
ち
が
そ
う
し
た
よ
う
に
、
地
震
、

津
波
を
乗
り
越
え
て
、
後
世
に
文
化
財
を
伝

え
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
ル
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
開
始
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
30
以
上
の
地
震
・
津
波
碑

と
津
波
到
達
石
標
を
構
築
し
た
。
構
築
し

た
３
Ｄ
モ
デ
ル
は
、
専
用
の
Ｈ
Ｐ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.jam

stec.go.jp/res/ress/
tanikaw

a/

）
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
場
で
は
、
石
の
色
合
い
や
日
影
に
よ
り
判

読
が
難
し
か
っ
た
碑
文
も
、
３
Ｄ
モ
デ
ル
で

は
明
瞭
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
３

Ｄ
モ
デ
ル
に
解
釈
文
と
関
連
情
報
を
付
加
す

る
こ
と
で
、
津
波
碑
の
深
い
理
解
に
つ
な
が

る
。
現
在
、
徳
島
県
の
地
震
・
津
波
碑
に
つ

い
て
も
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
と
協
力
し
て
、

３
Ｄ
モ
デ
ル
の
制
作
を
開
始
し
て
い
る
。
今

後
、
高
知
県
の
石
碑
デ
ー
タ
と
統
合
さ
せ
て
、

四
国
全
域
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
整
備
を
進

め
て
い
く
と
と
も
に
、
自
治
体
や
小
中
学
校

の
防
災
教
材
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
地
震
・

津
波
碑
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

安政南海地震の記録が刻まれた
沖洲蛭子神社百度石（徳島市）

【右】３Ｄモデル  　   
【左】石碑正面写真

普
賢
延
命
菩
薩
像　

重
要
文
化
財　

高
知
市
龍
乗
院
所
蔵　

当
館
寄
託

那
須　

望

海
洋
研
究
開
発
機
構
高
知
コ
ア
研
究
所　

主
任
研
究
員　

谷
川　

亘
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《九条袈裟　夢窓疎石料　絶海中津相伝》
高知市吸江寺蔵　南北朝時代　絹　丈115.5㎝　幅411.0㎝   

袈裟が納められていた木箱

　

昨
年
秋
に
当
館
で
開
催
し
た
特
別
展
「
今
を

生
き
る
禅
文
化
―
伝
播
か
ら
維
新
を
越
え
て

―
」（
会
期：平
成
29
年
10
月
14
日
～
11
月
26
日
）

で
は
、
臨
済
宗
寺
院
を
中
心
に
、
京
都
な
ど
の

寺
院
か
ら
約
50
件
、
県
内
の
寺
院
か
ら
約
50
件

の
作
品
を
借
用
し
一
堂
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
展
覧
会
を
き
っ
か
け
に
、
２
件
の
県
内

寺
院
か
ら
の
借
用
作
品
が
当
館
へ
寄
託
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
２
回
に
わ
け
て
こ
こ
で
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

臨
済
宗
で
は
、
師
か
ら
弟
子
へ
そ
の
法
が
正

統
に
伝
わ
っ
た
証
と
し
て
、
師
の
肖
像
画
や
墨

蹟
、
袈け

裟さ

な
ど
が
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
九
条
袈
裟
は
、
師
の
夢む

窓そ
う

疎そ

石せ
き

（
１
２
７
５
～
１
３
５
１
）
か
ら
、
弟
子
の
絶ぜ

っ

海か
い

中ち
ゅ
う

津し
ん

（
１
３
３
４
～
１
４
０
５
）
に
伝
わ
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

夢
窓
疎
石
は
、
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
時
代
に

活
躍
し
た
臨
済
僧
で
す
。
夢
窓
は
、
朝
廷
や
鎌

倉
幕
府
か
ら
の
大
禅
寺
へ
の
住
職
就
任
依
頼
を

断
り
、
権
力
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
約
20
年
に
渡

り
全
国
各
地
を
放
浪
し
修
禅
し
ま
し
た
。
文
保

２
年
（
１
３
１
８
）
に
は
土
佐
に
渡
り
、
五
台

山
に
吸
江
庵
（
現
在
の
高
知
市
吸
江
寺
）
を
結

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
２
年
足
ら
ず
で
時
の

執
権
北
条
高
時
の
母
に
半
ば
強
制
的
に
請
わ
れ

鎌
倉
へ
戻
り
、
そ
の
後
は
、
後
醍
醐
天
皇
や
足

利
尊
氏
か
ら
篤
い
帰
依
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
尊
氏
が
発
願
し
た
京
都
嵯
峨
野
の
天
龍

寺
で
は
、
最
初
の
住
職
（
開
山
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
夢
窓
は
、
生
前
と
死
後
に
七
代
の
天
皇

か
ら
国
師
号
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
七ひ

ち

朝ち
ょ
う

帝て
い

師し

」
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
臨
済
宗
の
発

展
に
大
き
な
功
績
を
遺
し
た
高
僧
で
す
。
夢
窓

の
弟
子
た
ち
は
「
夢
窓
派
」
と
呼
ば
れ
、
重
要

な
役
職
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

絶
海
中
津
は
、
土
佐
の
出
身
で
す
。
13
歳
で

天
龍
寺
の
夢
窓
疎
石
の
も
と
で
出
家
、
建け

ん

仁に
ん

寺じ

（
京
都
市
）
な
ど
で
修
業
を
積
み
ま
し
た
。
応

安
元
年
（
１
３
６
８
）
に
は
明
に
渡
り
、
禅
僧

た
ち
に
参
じ
て
い
ま
す
。
絶
海
は
詩
文
に
秀
で
、

同
じ
く
土
佐
出
身
の
義ぎ

堂ど
う

周し
ゅ
う

信し
ん

（
１
３
２
５
～

88
）
と
と
も
に
、
当
時
の
日
本
の
禅
僧
た
ち
が

た
し
な
ん
だ
漢
詩
文
学
「
五
山
文
学
」
の
双
璧

と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
袈
裟
は
、
平
成
21
年
、
吸
江
寺
で
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
木
箱
に
入
っ
て
お
り
、
蓋
の
表

に
は
、「
従
夢
窓
國
師
至
絶
海
国
師　

傳
衣　

吸
江
寺
」
と
あ
り
、
夢
窓
か
ら
絶
海
に
授
け
ら

れ
た
袈
裟
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

発
見
の
翌
年
に
は
、
京
都
国
立
博
物
館
へ
寄

託
さ
れ
、
長
ら
く
保
存
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
度
の
特
別
展
で
の
公
開
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
当
館
へ
寄
託
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
作
品
も
、
久
し
ぶ
り
に
高
知
に
戻
り
、

ほ
っ
と
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

袈
裟
に
は
、
五
条
、
七
条
と
い
っ
た
大
き
さ

の
種
類
が
あ
り
、
九
条
袈
裟
は
も
っ
と
も
大
き

く
、
格
式
高
い
法
会
な
ど
で
高
僧
が
着
け
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
こ
の
九
条
袈
裟
の
よ
う

に
幅
が
４
ｍ
を
越
え
る
袈
裟
は
珍
し
く
、「
大

袈
裟
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
は
経
年
変
化
に
よ
っ
て
黄
味
が
か
っ
て
い

ま
す
が
、
白
地
の
部
分
は
「
綾
」
と
い
う
方
法

で
織
ら
れ
、
藤
の
花
や
小
葵
な
ど
の
日
本
的
な

文
様
が
施
さ
れ
て
お
り
、
日
本
製
だ
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
の
紺
地
の
部
分
は
「
羅
」

と
い
う
方
法
で
織
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
文
様
は

な
く
、
産
地
の
特
定
は
難
し
い
状
態
で
す
。

　

袈
裟
の
裏
に
は
、
江
戸
時
代
、
享
保
年
間
の

修
理
の
際
の
墨
書
銘
が
あ
り
ま
す
。
染
織
品
と

い
う
極
め
て
脆
弱
な
作
品
が
、
幾
度
か
の
修
復

を
行
い
な
が
ら
、
長
い
間
大
切
に
保
存
さ
れ
て

き
た
こ
と
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

先
人
た
ち
の
思
い
と
と
も
に
、
後
世
に
こ
の

九
条
袈
裟
を
伝
え
る
た
め
、
大
切
に
保
存
管
理

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

作
品
紹
介　

～
平
成
29
年
度
新
た
に
当
館
寄
託
と
な
っ
た
作
品
～

那
須　

望



－6－

　

こ
こ
は
当
館
一
階
の
休
息
室
。
何
や
ら
、

お
客
さ
ん
（
〇
さ
ん
と
△
さ
ん
）
の
会
話
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

〇
「
受
付
で
売
り
ゆ
う
、
研
究
紀
要
っ
て
な

ん
ぞ
ね
？
」

△
「
お
ま
ん
、
知
ら
ん
が
か
え
。
こ
こ
の
学

芸
員
ら
ぁ
が
日
頃
の
研
究
成
果
を
載
せ

ち
ゅ
う
本
で
。」

〇
「
そ
ん
な
言
う
て
も
、難
し
ゅ
う
て
、ち
っ

と
も
意
味
が
わ
か
ら
ん
。」

△
「
そ
れ
や
っ
た
ら
、
わ
し
が
最
新
号
の
論

文
を
わ
か
り
や
す
う
教
え
ち
ゃ
る
き
！
」

〇
「
ほ
い
た
ら
、
頼
ん
ま
す
。」

△
「
ま
ず
、
こ
こ
の
資
料
調
査
員
を
さ
れ
ゆ

う
、
宮
里
修
さ
ん
の
「
琵
琶
形
銅
剣
」
に

関
す
る
考
古
の
論
文
よ
。」

〇
「
は
？
琵
琶
形
銅
剣
て
な
に
？
」

△
「
楽
器
の
琵
琶
に
似
ち
ゅ
う
き
付
い
た
青

銅
器
の
名
前
で
、
中
国
東
北
地
方
や
朝
鮮

半
島
か
ら
よ
く
出
土
す
る
ん
や
と
。
そ
れ

が
歴
民
に
あ
る
き
、
分
析
し
た
が
や
と
。」

〇
「
高
知
か
ら
出
て
き
た
が
？
」

△
「
よ
う
わ
か
ら
ん
け
ん
ど
、
高
知
か
ら
出

た
も
ん
で
は
な
い
ら
し
い
。」

〇
「
そ
れ
で
な
に
が
わ
か
る
が
？
」

△
「
歴
民
の
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
東
ア
ジ
ア
か

ら
出
土
し
た
琵
琶
形
銅
剣
の
形
の
変
化
か

ら
、
日
本
の
弥
生
時
代
が
大
陸
の
ど
の
地

域
の
影
響
を
受
け
た
も
の
か
が
わ
か
る
が

や
と
」

〇
「
ま
っ
こ
と
、
大
き
な
話
や
な
!!
」

△
「
次
も
、
こ
こ
の
資
料
調
査
員
を
さ
れ
ゆ

う
、
目
良
裕
昭
さ
ん
の
室
戸
岬
の
中
世
港

町
に
関
す
る
論
文
よ
。」

〇
「
中
世
っ
て
な
に
？
」

△
「
ざ
っ
く
り
言
う
と
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦

国
時
代
く
ら
い
の
こ
と
よ
。」

〇
「
ふ
ー
ん
。
い
ま
と
な
ん
か
違
う
が
？
」

△
「
大
違
い
よ
。
い
ま
の
港
は
だ
い
た
い
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ち
ゅ
う
ろ
う
。」

〇
「
そ
り
ゃ
そ
う
よ
。」

△
「
古
い
時
代
は
入
江
や
河
口
を
港
に
利
用

し
よ
っ
た
が
よ
。
け
ん
ど
、
室
戸
岬
ら
へ

ん
は
土
地
が
狭
い
き
に
、
江
戸
時
代
に
野

中
兼
山
が
港
を
整
備
す
る
ま
で
は
、
な
ん

も
無
か
っ
た
っ
て
言
わ
れ
て
き
た
が
よ
。」

〇
「
お
っ
、
兼
山
。
や
っ
と
知
っ
た
名
が
。」

△
「
け
ん
ど
、
紀
貫
之
も
船
で
帰
京
し
た
し
、

古
く
か
ら
港
は
あ
っ
た
ろ
う
ゆ
う
て
、
中

世
の
港
と
町
の
姿
を「
長
宗
我
部
地
検
帳
」

を
使
っ
て
復
元
し
た
っ
ち
ゅ
う
訳
よ
。」

〇
「
地
検
帳
か
ら
い
ろ
い
ろ
わ
か
る
が
や
。」

△
「
土
佐
国
を
検
地
し
た
結
果
が
ほ
と
ん
ど

残
っ
ち
ゅ
う
貴
重
な
史
料
や
と
。
一
国
分

『
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
研
究
紀
要
』

最
新
号
が
出
る
ら
し
い
が
よ

ゆ
う
の
は
高
知
県
以
外
で
は
無
い
ら
し
い

で
。」

〇
「
そ
ら
、
す
ご
い
ね
え
。」

△
「
港
町
の
復
元
だ
け
や
の
う
て
、
室
戸
岬

の
港
が
土
佐
沖
を
通
っ
て
中
国
に
渡
る
南

海
路
で
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
、

と
ゆ
う
よ
う
な
こ
と
も
書
か
れ
ち
ゅ
う
。」

〇
「
ま
た
、ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
話
や
な
！
」

△
「
最
後
が
こ
こ
の
学
芸
員
の
石
畑
さ
ん
の

江
戸
時
代
の
材
木
役
に
関
す
る
論
文
よ
。」

〇
「
そ
れ
知
っ
ち
ゅ
う
。
劇
で
木
の
役
を
す

る
こ
と
や
ろ
？
」

△
「
ち
が
う
で
。
江
戸
幕
府
の
命
令
で
お
城

の
石
垣
を
作
る
手
伝
い
を
す
る
代
わ
り
に
、

材
木
を
納
め
る
こ
と
よ
。」

〇
「
な
ん
で
そ
ん
な
こ
と
し
た
が
？
」

△
「
大
坂
城
の
石
垣
を
積
む
手
伝
い
を
し
た

時
に
、
お
金
は
足
ら
ん
は
、
工
事
は
遅
れ

る
は
で
江
戸
幕
府
に
こ
じ
ゃ
ん
と
叱
ら
れ

た
が
や
と
！
」

〇
「
そ
り
ゃ
可
愛
そ
う
に
。」

△
「
そ
い
じ
ゃ
き
、
替
わ
り
に
材
木
で
許
し

て
も
ら
お
う
と
し
た
が
よ
。」

〇
「
そ
ん
な
ん
、
大
丈
夫
な
が
？
」

△
「
そ
こ
は
、
幕
府
も
許
し
て
く
れ
た
が
や

け
ど
…
」

〇
「
ほ
ん
で
、
ど
う
な
っ
た
が
？
」

△
「
材
木
を
納
め
る
の
も
大
変
で
、
幕
府
か

ら
結
局
叱
ら
れ
る
が
や
と
。」

〇
「
そ
り
ゃ
、
意
味
が
な
い
な
。
ん
で
、
ど

う
な
る
が
？
」

△
「
そ
こ
は
読
ん
で
の
お
楽
し
み
ぞ
ね
。」

〇
「
気
に
な
る
な
ぁ
。」

△
「
も
う
一
つ
、
忘
れ
ち
ょ
っ
た
。
資
料
紹

介
が
あ
っ
た
が
や
。」

〇
「
そ
り
ゃ
な
に
？
」

△
「
新
し
く
見
つ
か
っ
た
資
料
と
か
を
活
字

に
し
て
紹
介
す
る
や
つ
よ
。」

〇
「
昔
の
字
は
ミ
ミ
ズ
み
た
い
で
読
め
ん
き

ね
。」

△
「
今
回
の
は
、
戊
辰
戦
争
に
行
っ
た
郷
士

の
森
田
団
右
衛
門
が
帰
っ
て
来
て
か
ら
給

料
と
か
請
求
し
た
も
ん
な
が
や
と
。」

〇
「
え
ー
！
戦
争
行
っ
て
も
、
そ
ん
時
は
給

料
出
ん
が
や
ね
。」

△
「
そ
う
み
た
い
や
な
。
こ
の
団
右
衛
門
さ

ん
は
絵
が
得
意
で
自
分
が
銃
で
撃
た
れ
た

時
の
戦
い
も
描
い
ち
ゅ
う
が
や
と
！
」

〇
「
す
ご
い
執
念
や
に
ゃ
あ
。」

△
「
ど
う
で
、
読
ん
で
み
と
う
な
っ
て
き
た

ろ
う
？
」

〇
「
ま
あ
、
確
か
に
に
ゃ
あ
。
暫
時
、
受
付

に
行
か
ん
と
！
」

　

い
か
が
で
す
？
皆
様
も
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

石
畑
匡
基
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れきみんニュース
  

昨
年
度
、
当
館
で
開
催
し
た
企
画
展
、
特
別

展
の
観
覧
と
岡
豊
山
詰
の
櫓
へ
の
来
場
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
景
品
を
も
ら
え
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

の
み
な
さ
ん
か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
、
な
ん
と
第
２
弾
の
実
施
が
決
定
し
ま
し

た
！
平
成
30
年
度
は
内
容
も
少
し
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
対
象
と
な
る
企
画
は
10
本
で

す
。
当
館
で
開
催
す
る
企
画
展
の
観
覧
、櫓
へ
の
入
場
、イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
（
入
館
）

に
よ
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
押
印
い
た
し
ま
す
。 

景
品
に
は
、
限
定
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

や
図
録
な
ど
魅
力
的
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。
ま
た
、
10
個
す
べ
て
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
方
は
、
当
館
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
入
館
券
（
達
成
日
か
ら
１
年
以
内
の
１

日
間
に
限
り
、
入
館
無
料
に
加
え
て
学
芸
員
が
特
別
解
説
で
展
覧
会
を
ご
案
内
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
那
須
）

　

１
月
２
日
・
３
日
に
れ
き
み
ん
の
お
正
月
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
方
に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。

れ
き
み
ん
の
お
正
月
始
ま
っ
て
以
来
の
お
正
月
２

日
間
開
催
や
今
ま
で
に
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む

な
ど
、
新
し
い
も
の
づ
く
し
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
中
で
も
３
日
午
後
、

強
風
の
中
、
屋
外
に
て
開
催
さ
れ
た
安
芸
高
校
書

道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
力
強
さ
に

は
、
お
客
様
も
当
館
職
員
も
圧
倒
さ
れ
、
見
入
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
で
し
た
。

　

れ
き
み
ん
で
は
本
年
も
様
々
な
企
画
展
・
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
式
地
）

れ
き
み
ん
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー 

第
２
弾
を
実
施
し
ま
す
！ 

れ
き
み
ん
の
お
正
月

●
岡
豊
城
、
お
城EX

P
O

で
大
暴
れ

　

岡
豊
城
が
、
昨
年
暮
に
横
浜
市
で
開
催
さ
れ

た
「
お
城EX

PO
2017

」（
12
／
22
～
24
）
に

ブ
ー
ス
出
展
し
ま
し
た
。
会
場
は
３
日
間
で
延

べ
１
万
９
千
人
を
超
え
る
来
城
者
が
あ
り
、
大

盛
況
で
し
た
。
昨
年
春
か
ら
岡
豊
城
跡
の
案
内

人
を
務
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
二
宮
哲
也
さ
ん

が
、
会
場
で
長
宗
我
部
の
法
被
を
着
て
岡
豊
城

跡
の
解
説
を
し
て
く
だ
さ
り
、「
大
変
素
晴
ら

し
く
、
３
日
間
行
っ
た
が
飽
き
ず
、
と
て
も
面

白
か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
二
宮
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
櫓
へ
の
入
場
者
が
２
万
人
を
突
破

　

幕
末
維
新
博
対
応
と
し
て
詰
に
上
げ
た
櫓
で
、
れ
き
み
ん
の
お
正
月
イ
ベ
ン

ト
開
催
中
の
平
成
30
年
１
月
３
日
（
水
）、２
万
人
目
の
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

南
国
市
の
女
性
で
、
記
念
品
を
受
け
取
り
、
法
螺
貝
も
吹
い
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

素
敵
な
思
い
出
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
（
檜
垣
）

　

こ
の
度
、
堺
事
件
関
連
の
史
跡
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
初
日
は
事
件
現
場
と
な
っ
た
記

念
碑
の
あ
る
港
か
ら
、
切
腹
場
所
と
な
っ
た
妙
國
寺
、

さ
ら
に
は
土
佐
藩
十
一
烈
士
の
墓
所
の
あ
る
宝ほ

う

珠じ
ゅ

院い
ん

な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。
風
雨
に
も
負
け
ず
一
生
懸
命

１
５
０
年
前
の
歴
史
の
痕
跡
を
目
に
焼
き
付
け
よ
う

と
す
る
参
加
者
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
現
地
で
は
、

堺
市
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
か
ら
の
分
か

り
や
す
い
解
説
を
い
た
だ
き
、
新
し
い
発
見
と
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。
翌
日
は
う
っ
て
代
わ
っ
て
快
晴

と
な
り
、
神
戸
の
フ
ラ
ン
ス
水
兵
墓
地
に
て
思
い
思

い
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
野
本
）

史
跡
め
ぐ
り

｢

堺
事
件

－

土
佐
藩
兵
の
足
跡
を
た
ど
る

－｣
を
終
え
て

岡豊城跡だより
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平成30年 4月〜6月の催し

企画展

安政地震、幕末を揺るがす
－土佐・阿波の地震・津波碑が語るもの－

土佐の

まほろば、歩
うおー

く。

http://www.kochi-bunkazaidan.or.jp/~rekimin/
Eメール：rekimin@kochi-bunkazaidan.or.jp

岡
豊
風
日 

（
お
こ
う
ふ
う
じ
つ
） 
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刷
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会
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幕末の混乱の最中に起きた安政南海
地震について、土佐・阿波に建てら
れた地震・津波碑等に記された内容
を拓本から読み取ります。

長宗我部軍の兵士も愛用した火縄式の鉄砲を生産地別に分かりや
すく展示します。

◦講演会「幕末の土佐・阿波の地震碑」
　5月12日（土）13:00～14:30
◦講座１「歴史を写しとる─拓本のとり方─」
　5月12日（土）15:00～16:00（先着15名）
      講演会・講座１とも
　　日本石仏協会理事・土佐史談会理事　岡村庄造氏　
◦講座２「地震・津波碑を残す─3D化プロジェクト─」
　5月26日（土）14:00～16:00 
　高知コア研究所主任研究員　谷川亘氏
　※講演会・講座とも要申込、講座１以外は定員　各130名
◦ミュージアムトーク　5月3日（木・祝）、6月2日（土）、
　6月16日（土）14:00～14:30（予約不要）

　土佐の戦国武将・長宗我部氏の居城跡である岡
豊城跡が国指定史跡となって10年を記念した、「土
佐のまほろば地区振興協議会」主催のウォーキング
イベントです。岡豊地区の長宗我部氏ゆかりの地を
巡る全4回、4コースをご用意！各日定員20名、要事
前申込み（088-862-2211）です。
　詳しい日程・コースは歴民館ホームページかチラ
シをご覧下さい。

志国高知 幕末維新博関連企画第6弾！岡豊城跡国史跡指定10周年記念

４月28日(土)～７月１日(日)

4月28日(土)～8月13日(月)

「火縄銃の世界」

伊田海岸地震・津波碑 黒潮町大方伊田伊田海岸地震・津波碑拓本

コーナー展

５月３日（木･祝）は 　　　　　　　

　　　れきみんの日
観覧料は無料です

ダイナミックな構図と極彩色で描く芝
居絵屏風を生み出した絵金。本展で
は、絵金の弟子たちによる芝居絵屏風
や幟、白描などを中心に紹介します。 

志国高知 幕末維新博関連企画 第７弾

7月14日(土)～9月17日(月・祝)

企画展「絵金を継ぐものたち
─当館所蔵初公開作品を中心に─｣

義経千本桜　すしや

　公益財団法人日本城郭協会による公式スタンプラリー
が4月6日（金・城の日）から始まります。続日本100名城
に選定された岡豊城も参加しています。スタンプは、歴
民館2F総合案内前と櫓に置きます。無料ガイド付きの岡
豊城跡めぐりもお楽しみください。詳しくは、当館ホーム
ページにてご確認願います。

館内メンテナンス作業のため　7月2日（月)休館

臨時休館のお知らせ

岡豊城も参加続日本100名城
スタンプラリーがスタート

予告


